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薄友喜町長初登庁

薄う
す
き

友と
も

喜き

町
長 

略
歴

　

昭
和
23
年
生
ま
れ
、
西
会

津
町
新
郷
出
身
。
喜
多
方
商

業
高
校
（
現
喜
多
方
桐
桜
高

校
）
卒
。
昭
和
42
年
に
町
役

場
奉
職
、
企
画
調
整
課
長
や

参
事
兼
総
務
課
長
な
ど
を
歴

任
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
は

副
町
長
と
し
て
町
政
執
行
に

尽
力（
平
成
21
年
８
月
退
任
）。

に
し
あ
い
づ
福
祉
会
理
事
長

や
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
会
津
国
際
芸

術
村
理
事
な
ど
を
歴
任
。

　

７
月
９
日
に
行
わ
れ
た
町
長
選

挙
で
初
当
選
し
た
薄
友
喜
町
長
が

８
月
７
日
、
町
役
場
に
初
登
庁
し

ま
し
た
。
町
役
場
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
や
町
職
員
が
薄
町
長
を
出

迎
え
、
薄
町
長
は
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
一
人
一
人
と
握
手
を
交
わ
し
な

が
ら
、
拍
手
の
中
、
晴
れ
や
か
に

登
庁
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
町
役
場
大
会
議
室
で

就
任
式
が
行
わ
れ
、
薄
町
長
が
町

職
員
を
前
に
就
任
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
（
抜
粋
）。

ま
ず
は
「
町
民
第
一
」

　

町
役
場
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

役
に
立
つ
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か
よ
く
考

え
て
職
務
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ

い
。「
町
民
第
一
」
と
い
う
町
職

員
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
で
き
な

い
理
由
よ
り
も
や
る
た
め
の
方
策

を
考
え
る
な
ど
、
態
度
・
言
動
・

行
動
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

魅
力
あ
る
町
に

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域

の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
全
国

の
市
町
村
が
競
っ
て
い
ま
す
。
若

い
世
代
が
戻
っ
て
来
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

る
く
ら
い
魅
力
あ
る
町
に
す
る
た

め
に
は
、
思
い
切
っ
た
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
責
任
は
私
が
取

り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

職
務
に
あ
た
り
、
新
し
い
発
想
で

ど
ん
ど
ん
企
画
・
提
案
し
て
く
だ

さ
い
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
21
年
８
月
に
町
長
に
就
任

し
、
２
期
８
年
間
、
町
政
を
執
行

し
て
き
た
伊
藤
勝
前
町
長
の
退
任

式
が
８
月
４
日
、
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
付
け
で

退
任
さ
れ
た
伊
藤
要
一
郎
前
副
町

長
と
新
井
田
大
前
教
育
長
の
退
任

式
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
は
じ
め
に
新
田
新
也

参
事
兼
総
務
課
長
が
退
任
さ
れ
る

３
人
に
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
続

い
て
伊
藤
前
町
長
、
伊
藤
前
副
町

長
、
新
井
田
前
教
育
長
が
そ
れ
ぞ

れ
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

　

伊
藤
前
町
長
は
、
昭
和
54
年
６

月
の
町
議
会
議
員
初
当
選
か
ら
町

政
に
携
わ
り
、
平
成
21
年
８
月
に

町
長
と
な
っ
て
か
ら
は
、「
み
ん

な
の
声
が
響
く
ま
ち 

に
し
あ
い

づ
」
を
基
本
理
念
に
据
え
、
全
て

の
町
民
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
、
新
規
施
策
を
取
り
入

れ
な
が
ら
産
業
の
振
興
や
教
育
の

充
実
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
前
副
町
長
は
、
昭
和
57
年

８
月
に
町
役
場
に
奉
職
以
来
、
町

職
員
と
し
て
32
年
余
勤
め
ら
れ
、

こ
の
間
、
企
画
調
整
課
長
や
参
事

兼
総
務
課
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
27
年
４
月
に
副
町
長

に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
町
長
の

補
佐
役
と
し
て
、
町
勢
伸
展
の
た

め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
井
田
前
教
育
長
は
、
平
成
26

年
４
月
の
就
任
以
来
、
本
町
の
重

点
目
標
で
あ
る
「
教
育
の
振
興
と

人
材
育
成
」
に
向
け
、
学
校
教
育

８年間、
お疲れ様でした。

の
充
実
や
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
、
芸
術
文
化
な
ど
の
充
実
・
発

展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
式
に
引
き
続
き
見
送
り
が

行
わ
れ
、
伊
藤
前
町
長
、
伊
藤
前

副
町
長
、
新
井
田
前
教
育
長
の
３

人
は
、
贈
ら
れ
た
花
束
を
手
に
、

役
場
前
に
並
ん
だ
大
勢
の
職
員
一

人
一
人
と
握
手
を
交
わ
し
、
拍
手

の
中
、
慣
れ
親
し
ん
だ
役
場
庁
舎

を
後
に
し
ま
し
た
。

新井田大 前教育長 伊藤要一郎 前副町長

伊藤勝前町長らが退任
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成
人
式
出
席
者

﹇
名
簿
よ
り
、
敬
称
略
﹈

　
【
野
沢
地
区
】
▽
１
町
内
＝
髙

波
蓮
、
松
本
か
す
み
▽
２
町
内
＝

早
川
慎
太
郎
、
若
林
行
▽
３
町
内

＝
山
﨑
雅
朝
、
渡
部
晋
▽
４
町
内

＝
大
沼
愛
喜
、
小
林
琉
平
、
橋
谷

田
聡
史
、
樋
口
洋
祐
▽
５
町
内
＝

荒
井
直
樹
、
白
岩
美
優
、
髙
橋
麻

美
、
田
部
み
さ
き
▽
６
町
内
＝
鈴

木
完
▽
８
町
内
＝
瓜
生
咲
季
、
佐

藤
汐
里
▽
９
町
内
１
＝
船
橋
風
音

▽
９
町
内
２
＝
須
藤
柾
、
星
菜
々

美
▽
下
小
屋
＝
根
本
樹
理
▽
茨
城

県
＝
由
利
優
樹
▽
芝
草
＝
玉
木
陸

▽
堀
越
＝
斎
藤
偉
佐
也
、
齋
藤
健

成
、
渡
部
聖
也
▽
安
座
＝
安
部
真

優
華
【
尾
野
本
地
区
】
▽
新
潟
県

＝
佐
藤
翔
斗
▽
萱
本
＝
齋
藤
敬

斗
、
鈴
木
音
杜
、
須
藤
は
る
か
、

秦
優
希
子
▽
松
尾
＝
伊
藤
美
森
、

田
智
史
▽
上
小
島
＝
薄
上
莉

奈
、
齋
藤
彩
花
、
山
口
圭
太
、
渡

部
桃
菜
▽
下
小
島
＝
成
田
真
帆
▽

西
林
＝
齋
藤
美
紅
▽
西
林
東
＝
石

川
陸
▽
さ
ゆ
り
が
丘
＝
三
瓶
千
皓

▽
黒
沢
＝
渡
部
寛
哉
、
渡
部
美
森

【
群
岡
地
区
】
▽
上
野
尻
＝
五
十

嵐
旬
、
市
橋
卓
磨
、
髙
津
京
也
、

平
成
29
年
度

町
成
人
式 

挙
行

　　

平
成
29
年
度
町
成
人
式
は
、
８

月
15
日
に
西
会
津
中
学
校
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
63
人
の
新
成

人
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
年
度
に
成
人
を
迎
え
る
の
は
、

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆

さ
ん
で
す
。

　

会
場
で
は
、
式
に
先
立
ち
、
新

成
人
の
幼
少
時
代
や
近
況
の
映
像

を
収
め
た
成
人
式
の
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
上
映
さ
れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん

は
、
懐
か
し
い
映
像
に
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
思
い
出
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
は
じ
め
に
薄
町
長
が

山
﨑
雅
朝
さ
ん
に
成
人
証
書
を
、

武
藤
さ
と
み
さ
ん
に
記
念
品
を
贈

り
、「
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
で
は
、
若
い
人
が
夢
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自

分
の
将
来
の
活
躍
の
場
の
選
択
肢

の
ひ
と
つ
に
、
西
会
津
町
も
加
え

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

続
い
て
武
藤
道
廣
町
議
会
議
長

が
祝
辞
を
、
町
で
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
事
業
を
営

む
若
手
経
営
者
の
笠
間
拓
朗
さ
ん

が
自
身
の
経
験
を
も
と
に
激
励
の

言
葉
を
送
り
、
新
成
人
の
新
た
な

門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、

田
智
史
さ

ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
、「
大
人
に
な
っ
た

と
い
う
自
覚
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

社
会
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
次
の
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
力
強
く

歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
成
人
と
し

て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
成
人
式
実
行
委

員
会
に
よ
る
記
念
行
事
と
し
て
、

成
人
を
迎
え
た
感
想
や
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
発
表
す
る
「
１
分
間
ス

ピ
ー
チ
」
や
、
中
学
校
時
代
の
恩

師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
皆
さ
ん
は
、
仲
間
と

の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐
か
し
む

と
と
も
に
、
成
人
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
共
に
喜

び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

武
藤
悠
太
、
渡
部
浩
司
▽
下
野
尻

＝
五
十
嵐
瞳
、
新
田
日
南
人
▽
宝

川
＝
雅
楽
川
弘
平
▽
屋
敷
＝
江
川

初
芽
【
新
郷
地
区
】
▽
呼
賀
＝
上

野
隆
平
▽
樟
山
＝
薄
俊
平
、
武
藤

さ
と
み
▽
橋
屋
＝
斎
藤
真
希
▽
戸

中
＝
長
谷
川
加
奈
、
長
谷
川
ま
い

【
奥
川
地
区
】
▽
塩
＝
伊
藤
洸
人

▽
中
町
＝
矢
部
穂
乃
香
▽
梨
平
＝

齋
藤
友
則
▽
小
綱
木
＝
荒
海
正
樹

決意新たに  二十歳の門出決意新たに  二十歳の門出

玉木 陸 さん
（芝草）

秦 優希子 さん
（萱本）

五十嵐 旬 さん
（上野尻）

上野 隆平 さん
（呼賀）

瓜生 咲季 さん
（８町内）

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

に
支
え
て
も
ら
っ
た
分
、
何

か
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

み
ん
な
と
一
緒
に
成
人
式
を

迎
え
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

み
ん
な
と
の
思
い
出
は
今
も

宝
物
で
す
。

大
学
で
夢
に
向
か
っ
て
勉
強

し
て
い
ま
す
。
地
理
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
教
師

に
な
り
た
い
で
す
。

看
護
師
を
目
指
し
て
勉
強
に

励
ん
で
い
ま
す
。
来
年
は
国

家
試
験
！
合
格
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

大
学
で
勉
強
中
で
す
。
変

わ
っ
た
人
も
変
わ
ら
な
い
人

も
い
ま
す
が
、
今
日
は
昔
話

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

成
人
を
迎
え
た

「
感
想
」
や

「
こ
れ
か
ら
の
抱
負
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

１
分
間

ス
ピ
ー
チか

ら
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い
る
の
に
川
の
水
が
急
に
減
り
始

め
る
、
川
の
水
が
濁
る
、
川
に
流

木
が
流
れ
る
、
川
か
ら
腐
っ
た
土

の
匂
い
が
す
る
、
な
ど

※ 

土
砂
災
害
は
、
雨
が
止
ん
だ
後

に
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

町
が
出
す

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

関
す
る
３
つ
の
情
報

①
避
難
準
備
・

　

高
齢
者
等
避
難
開
始

　

避
難
に
時
間
が
か
か
る
高
齢
者

な
ど
の
要
配
慮
者
や
、
そ
の
支
援

者
が
避
難
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
。
通
常
の
避
難
行
動
が
で
き

る
人
は
、
家
族
と
の
連
絡
や
、
非

常
時
持
ち
出
し
品
の
用
意
を
し
、

避
難
の
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
勧
告

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
危
険
性

が
高
ま
っ
た
状
況
で
す
。
速
や
か

に
避
難
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
指
示
（
緊
急
）

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
危
険
性

が
非
常
に
高
ま
っ
た
状
況
、
あ
る

い
は
、
す
で
に
人
的
被
害
が
発
生

し
た
状
況
で
す
。
ま
だ
避
難
し
て

い
な
い
人
は
た
だ
ち
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。
す
で
に
避
難
す
る
こ
と

が
危
険
な
場
合
は
、
近
隣
に
あ
る

安
全
な
建
物
や
、
屋
内
の
よ
り
安

全
な
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
る

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
公
的
な
支
援
は
な
か
な
か
届

き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
非
常
時
に

備
え
、
し
ば
ら
く
の
間
生
活
で
き

る
だ
け
の
非
常
食
や
生
活
用
品
、

燃
料
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

災
害
備
蓄
品
の
例
＝
缶
詰
や
レ

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
＝
大

雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
災
害
発

生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と

き
、
県
と
気
象
庁
が
共
同
で

発
表
し
ま
す
。
こ
の
情
報
が

出
た
ら
、
前
述
の
３
つ
の
情

報
が
出
て
い
な
く
て
も
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
町
で
も

防
災
行
政
無
線
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ト
ル
ト
食
品
、
飲
料
水
（
１
人
１

日
３
㍑
が
目
安
）、
卓
上
コ
ン
ロ

や
携
帯
コ
ン
ロ
、
ロ
ー
プ
、
バ
ー

ル
な
ど
の
救
助
用
品
、
衣
類
、
毛

布
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
シ
ー
ト
、
ラ
ッ

プ
な
ど
の
生
活
用
品
。

　

非
常
時
持
ち
出
し
品
の
例
＝
懐

中
電
灯
（
予
備
の
電
池
も
準
備
）、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
救
急
医
薬
品
（
常

用
薬
は
必
ず
準
備
）、
非
常
食
や

飲
料
水
、
現
金
、
貴
重
品
、
軍
手
、

タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ラ
イ
タ
ー
、

マ
ッ
チ
、
ろ
う
そ
く
、
な
ど
。

※ 

災
害
時
に
備
え
て
準
備
し
て
お

く
も
の
は
、
家
族
分
を
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乳

幼
児
や
お
年
寄
り
が
い
る
場

合
は
、
ほ
乳
瓶
、
粉
ミ
ル
ク
、

紙
お
む
つ
な
ど
も
準
備
し
、
定

期
的
な
確
認
を
忘
れ
ず
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
防
災
会
議
を

し
ま
し
ょ
う

　

家
族
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
に
、
家
庭
で
防
災
会
議
を
開
き

ま
し
ょ
う
。
定
期
的
な
話
し
合
い

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
適
切
な
行
動
が
取
れ

土砂災害から身を守るために
―梅雨や台風の時期には十分な警戒を―

土
砂
災
害
の
種
類
と

前
兆
現
象

　

土
砂
災
害
は
、
突
発
的
に
発
生

し
、
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
で
一
瞬

に
し
て
生
命
や
財
産
を
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
気
象
情
報
に
注
意

し
、
前
兆
現
象
を
確
認
し
た
場
合

は
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
が
け
崩
れ
・
山
崩
れ

　

雨
水
が
染
み
込
ん
で
緩
ん
だ
斜

面
が
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
す
。
突

発
的
か
つ
急
速
に
起
こ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
逃
げ
遅
れ
て
犠
牲
と

な
る
人
が
多
い
災
害
で
す
。

　

こ
ん
な
前
兆
現
象
に
注
意
＝
崖

か
ら
濁
っ
た
水
が
流
れ
る
、
斜
面

に
ひ
び
割
れ
や
変
形
が
起
こ
る
、

崖
か
ら
音
が
す
る
、
小
石
が
パ
ラ

パ
ラ
落
ち
て
く
る
、
な
ど

②
地
滑
り

　

地
盤
の
弱
い
土
地
に
豪
雨
が
降

り
、
緩
く
な
っ
た
斜
面
の
一
部
が

地
下
水
や
重
力
の
影
響
を
受
け
て

ゆ
っ
く
り
下
方
向
へ
移
動
す
る
現

象
で
す
。

　

こ
ん
な
前
兆
現
象
に
注
意
＝
地

面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
、
井
戸

や
沢
の
水
が
濁
る
、
崖
や
斜
面
か

ら
水
が
噴
き
出
す
、
家
や
樹
木
が

傾
く
、
な
ど

③
土
石
流

　

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
で
、
山

腹
や
谷
川
の
石
や
土
砂
が
一
気
に

下
流
へ
押
し
流
さ
れ
ま
す
。
勢
い

が
強
く
、
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
で

進
行
方
向
に
あ
る
も
の
を
次
々
と

飲
み
込
み
、
壊
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
ん
な
前
兆
現
象
に
注
意
＝
山

鳴
り
が
す
る
、
雨
が
降
り
続
い
て

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

家
族
一
人
一
人
の
役
割
を
決
め

て
お
く
＝
日
常
の
防
災
対
策
の
役

割
と
、
災
害
発
生
時
の
役
割
を
決

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
に
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど

が
い
る
場
合
は
、
面
倒
を
見
る
人

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

時
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く

＝
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
１
７
１
」

の
使
い
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
集
合
場
所
を

決
め
て
お
く
の
も
有
効
で
す
。

　

危
険
箇
所
を
確
認
す
る
＝
家
の

内
外
に
危
険
な
と
こ
ろ
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
危
な
い
場
所

が
あ
っ
た
ら
、
修
理
・
補
強
し
、

合
わ
せ
て
家
の
中
の
安
全
な
場
所

も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
時
持
ち
出
し
品
を
確
認
す

る
＝
機
器
の
作
動
状
態
や
食
べ
物

の
賞
味
期
限
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
必
要
な
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

誰
が
何
を
持
ち
出
す
か
を
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
税
務
課
・
町
民
生
活
係

　

☎
45
‐
２
２
１
５

　

土
砂
崩
れ
は
、
長
雨
や
大
雨
に
よ
っ
て
地
面
に
大
量
の
水
が
染
み
込
み
、

弱
く
な
っ
た
斜
面
が
崩
れ
る
こ
と
で
起
こ
る
た
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
梅

雨
や
台
風
の
時
期
に
発
生
し
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
１
時
間
に
20
㍉
以
上
、
ま
た
は
降
り
始
め
か
ら
１
０
０
㍉

以
上
の
雨
が
続
い
た
ら
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
梅
雨

や
秋
雨
前
線
、
台
風
の
時
期
に
は
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平成 29 年７月に発生した大雨による町道青坂芝倉線の土砂崩れ（青坂地内）平成 29 年７月に発生した大雨による町道青坂芝倉線の土砂崩れ（青坂地内）
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県消防協会喜多方支部消防操法大会

第１分団が優勝に輝く
　第４回県消防協会喜多方支部消防操法

大会が８月６日、喜多方市臨時ヘリポー

トで開かれ、町からは第１分団がポンプ

車操法の部に、第４分団が小型ポンプ操

法の部に出場しました。この大会は、消

防団員の技術や士気の向上を目的に隔年

で開催されており、団員の皆さんが日ご

ろの訓練で培った消防機械器具の取り扱

い操作の速さと正確さを競い合います。　

出場した選手の皆さんは、本年５月から

西会津消防署やさゆり公園などで訓練に

励み、大会に臨みました。

　当日は、第１分団、第４分団ともに訓

練の成果を発揮し、会場の雰囲気に臆す

ることなく機敏な動作で放水を披露しま

した。審査の結果、第１分団が町消防団

として初めて、本大会のポンプ車操法の

部で優勝の栄冠を手にしました。

出場者紹介［敬称略］

ポンプ車操法の部（第１分団）

　指揮者　田部　貴広（５町内）

　１番員　星　　光輔（４町内）

　２番員　石川　恭史（２町内）

　３番員　西田　　裕（芝　草）

　４番員　横山　喜之（５町内）

　補助者　高橋　克幸（堀　越）

小型ポンプ操法の部（第４分団）

　指揮者　古川　友樹（橋　屋）

　１番員　伊藤　徳裕（呼　賀）

　２番員　石井　里志（戸　中）

　３番員　長谷沼徳義（小清水）

　補助者　佐藤　　敬（柴　崎）

長寿を祝い賀寿贈呈式

佐藤勝與さんが満１００歳に
　佐藤勝

かつ

與
よ

さんが７月 25 日に満１００歳を迎えられ、

さゆりの園で賀寿贈呈式が行われました。式では、県や

町、町老人クラブ連合会から賀寿と記念品が贈られ、孫

の佐藤愛
あい

斗
と

くん、友
ゆ

愛
あ

ちゃんから花束が贈られました。

式の最後には、親族を代表して佐藤勝一さんが「皆さん

に支えられて１００歳を迎えられました。これからもお

世話になります」と謝辞を述べました。

あいづローイングスポーツ少年団

西中生がボート競技全国大会に出場
　西会津中の長谷川寛

かん

奈
な

さんと渡部愛
まな

美
み

さんが「第 37

回全日本中学選手権競漕大会」への出場を決め、７月

21 日、町役場に出場報告に訪れました。２人は「あい

づローイングスポーツ少年団」に所属し、毎週日曜日に

荻野漕艇場で練習を重ねています。同大会は７月 29 日

～ 30 日に福井県で行われました。写真＝町から激励金

を受け取る長谷川さん（右）と渡部さん

西会津小４年　齋藤裕樹くん

わんぱく相撲全国大会に出場
　西会津小の齋藤裕

ゆう

樹
き

くんが「第 33 回わんぱく相撲全

国大会」への出場を決め、７月 26 日、町役場に出場報

告に訪れました。同大会は７月 30 日に両国国技館で開

かれ、齋藤くんは惜しくも１回戦敗退となってしまいま

したが、全国から集まった選手たちに刺激を受け、新た

な自分を見つけてきたようでした。写真＝町から激励金

を受け取る齋藤くんと同行した祖父の三留儀行さん

弘法大師が９歳で越えたといわれる峠を散策

九才坂峠と目指岳トレッキング
　７月 29 日、「西会津ぐるっと山ネットワーク」の主

催で「九才坂峠と目指岳トレッキング」が開催されまし

た。当日は新潟県側から入山し、西会津八峠のひとつで

ある「九才坂峠」や、西会津十三名山のひとつである「目

指岳」を散策し、安座地区から下山しました。参加した

皆さんは、いにしえの峠に思いをはせながら、緑まぶし

い西会津の山を満喫しました。
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男滝・女滝シャワーウォーク

大人の沢遊びを満喫  
　７月 30 日、かつて弘法大師も修行を

したといわれる西会津の名
めい

瀑
ばく

「男滝・女

滝」を沢登りをして目指す「男滝・女滝

シャワーウォーク」が、にしあいづ観光

交流協会の主催で開かれました。

　当日は、熊沢地区から沢を登り、時折

川を泳ぎながら男滝・女滝を目指しまし

た。参加した皆さんは、男滝で滝に打た

れたり、雄大な女滝を写真に収めたりし

て楽しみ、さらには川で天然のウォー

タースライダーに興じるなどして「大人

の沢遊び」を満喫しました。写真上＝女

滝を眺めながら一休み／左＝男滝で滝に

打たれる参加者／右＝川に入ったまま全

員で記念撮影

ＡＣＯ  ＯＮＥ  ＧＲＡＮＤ - ＰＲＩＸ

西会津国際芸術村で予選会開催
　渡辺俊美さんが発案したプロ・アマを問わないアコー

スティック弾き語り一本勝負のトーナメント「ＡＣＯ  Ｏ

ＮＥ  ＧＲＡＮＤ-ＰＲＩＸ」の予選会が７月 30 日、西会

津国際芸術村で開かれました。当日は 12 人の出場者が

ギター１本で熱戦を繰り広げ、参加者による投票の結

果、「るか」さんと「よねっち」さんが９月８日に行わ

れる本戦への切符を手にしました。

野沢・本町の夏の風物詩

「お能化さま」今年も盛大に
　野沢・本町の夏の風物詩「お能

の

化
け

さま」が８月２日、

遍照寺で開かれました。本町有志会の皆さんが焼きそば

やたこ焼き、射的などの露店を出したほか、恒例のビン

ゴ大会を行い、境内は大勢の親子連れなどでにぎわいま

した。お能化さまは、３００年以上前、自らの身をもっ

て流行りの疫病を沈めた遍照寺の住職を供養するため、

毎年８月２日の縁日に開かれています。

ミネラル野菜求める買い物客でにぎわう

道の駅でミネラル野菜夕市
　にしあいづ健康ミネラル野菜普及会の皆さんが、８

月 11 日と 12 日の午後３時から５時まで、道の駅にし

あいづの情報提供施設でミネラル野菜夕市を開催しまし

た。夕市では、トマトやキュウリ、トウモロコシなどの

ミネラル野菜はもちろん、お盆用の切り花などが販売さ

れ、売り場は帰省や観光で道の駅を訪れた皆さんでにぎ

わいました。

第 51 回全会津商工観光推進大会

会津地域への誘客に向け結集
　８月８日、西会津中学校多目的ホールを会場に「第

51 回全会津商工観光推進大会」が開かれ、会津地域の

商工会議所や商工会の関係者、市町村長のほか、国会議

員、県議会議員などの皆さんが一堂に会し、震災・原発

事故の影響やこれからの観光振興策についての認識を共

有しました。当日は、薄町長が歓迎のあいさつを述べ、

平田紀三男町商工会長が要望説明を行いました。

野沢ふるさと夏まつり盆踊り大会

額に汗して楽しいひととき
　恒例の「野沢ふるさと夏まつり盆踊り

大会」は８月 15 日、野沢マイロード通

りで開かれました。

　当日は、盆踊りに先立ち、こども園の

児童たちが「こゆりちゃん音頭」を、舞
まい

華
か

嗹
れん

の皆さんが「よさこい」を披露し、

夏まつりに花を添えました。

　盆踊りは午後７時 30 分に始まり、町

内企業や団体をはじめ、帰省客など町外

からも多くの皆さんが参加しました。野

沢の夏の風物詩を一目見ようと集まった

大勢の観客が見守る中、参加した皆さん

は仮装や浴衣姿で夏まつりを盛り上げ、

額に汗をにじませながら夏の夜のひとと

きを楽しんでいました。
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上野 煌
あき

斗
と

くん
（井谷）

安部 璃
り

冬
と

くん
（安座）

すごいな！むし歯のない子
　

７
月
19
日
、
３
歳
児
３

人
を
対
象
に
健
康
診
査
を

行
っ
た
結
果
、
む
し
歯
の

な
い
子
は
２
人
で
し
た
。

中
談
商

所
会
集

公園

調整池

緑地

緑地

■分譲区画図
平成29年８月１日現在

３E
A A
４ ６

B
２

C C
２ ５

D

4
G

GG
1

24

き
、
一
人
暮
ら
し
で
も
安
心
」

　
【
応
援
３
】
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
「
棒
体
操
」
の
放
映
と
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
配
布
＝
１
日
２
回
、
午
前
10

時
と
午
後
３
時
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
「
棒
体
操
」
を
放
映
中
で

す
。
自
分
な
り
に
続
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
仲
間
と
集
ま
っ
て

体
操
を
定
期
的
に
実
施
す
る
場
合

は
棒
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

運
動
の
重
要
性
と

そ
の
効
果

　

①
生
活
習
慣
病
の
予
防
＝
摂
取

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
上
回
っ
た
状
態
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
で
脂
肪
が
必
要
以
上
に
蓄

積
し
肥
満
と
な
り
ま
す
。
肥
満
が

原
因
で
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
と

い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

②
筋
力
や
体
機
能
の
維
持
（
介

護
予
防
）
＝
人
間
は
、
持
っ
て
い

まちの人口（８月１日現在）
 （前月比）
　人　口 ６，６３０人　 （－１２人）
　 男  ３，２００人　 （－　９人）
　 女  ３，４３０人　 （－　３人）
　世　帯 ２，７０３世帯　 （－　４世帯）

お悔やみ申し上げます
黒　澤　黒　澤　若若　子（89）　宣　夫　　姉　　２町内　子（89）　宣　夫　　姉　　２町内

多　田　サダ子（93）　　修　　　母　　７町内多　田　サダ子（93）　　修　　　母　　７町内
鈴　木　市兵衛（90）　市　喜　　父　　中　野鈴　木　市兵衛（90）　市　喜　　父　　中　野
齋　藤　清　一（73）　光　憲　　父　　尾　登齋　藤　清　一（73）　光　憲　　父　　尾　登
佐　藤　クラノ（93）　勘　一　　母　　熊　沢佐　藤　クラノ（93）　勘　一　　母　　熊　沢
五十嵐　マサノ（97）　藤　吉　　母　　滝　坂五十嵐　マサノ（97）　藤　吉　　母　　滝　坂
杉　本　喜代子（88）　昌　登　　母　　向　原杉　本　喜代子（88）　昌　登　　母　　向　原
嶋　影　　　茂（95）　　悟　　　父　　新　町嶋　影　　　茂（95）　　悟　　　父　　新　町
結　城　　　清（89）　重　孝　　父　　真ヶ沢結　城　　　清（89）　重　孝　　父　　真ヶ沢
長谷川　　　勉（83）　善　文　　父　　梨　平長谷川　　　勉（83）　善　文　　父　　梨　平

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

戸籍の窓口  [７月受付分]

  全区画一般住宅建築可！さゆりが丘分譲地
　町が分譲する住宅団地「さゆりが丘ニュータウン」では、これまで商業用地としていたＧ区画（商業区画）

にも６月から一般住宅を建築できるようになりました。西会津ＩＣから車で５分、周辺には総合運動公園「さ

ゆり公園」や温泉保養施設「ロータスイン」があるほか、「西会津小・中学校」、「こゆりこども園」などへの

アクセスも良く、子育て環境が充実しています。住宅団地の購入や、若者が住宅を新築・購入・改築などをす

る際には、町から助成を受けられる場合があります。詳しくは問い合わせください。

◆ ◆ 未分譲区画一覧

　Ａ４区画　　 85.38 坪（282.26㎡）　　476.7 万円

　Ａ６区画　　 85.38 坪（282.27㎡）　　476.7 万円

　Ｂ２区画　　108.49 坪（358.66㎡）　　593.6 万円

　Ｃ２区画　　108.47 坪（358.59㎡）　　593.5 万円

　Ｃ５区画　　108.35 坪（358.19㎡）　　598.9 万円

　Ｄ４区画　　135.63 坪（448.39㎡）　　757.4 万円

　Ｅ３区画　　110.60 坪（365.66㎡）　　648.4 万円

　Ｇ１区画　　119.41 坪（394.78㎡）　　729.4 万円

　Ｇ２区画　　119.23 坪（394.16㎡）　　778.3 万円

　Ｇ４区画　　139.28 坪（460.45㎡）　　831.3 万円

＜問い合わせ先＞　商工観光課・地域振興係　☎ 45-2213

　

高
齢
化
や
社
会
生
活
環
境
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、
糖
尿
病
、
が
ん
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
日
常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く
関
連
し
て
い
る
た
め
、
国

で
は
、
運
動
や
食
事
、
禁
煙
と
い
っ
た
個
人
の
生
活
習
慣
の
改
善
を
促
進

す
る
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
カ
月
間
を
「
健
康
増
進
普
及

月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
や
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、
元
気
に
生
活

で
き
る
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
に
向
け
、
今
の
自
分
の
健
康
習
慣
を
も
う

一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

る
機
能
を
使
わ
な
い
と
、
驚
く
よ

う
な
早
さ
で
そ
の
機
能
が
低
下
し

ま
す
。
例
え
ば
、「
歩
く
」
と
い

う
動
作
を
し
な
く
な
る
と
、
歩
く

た
め
の
筋
肉
が
減
少
し
、
バ
ラ
ン

ス
能
力
、
心
肺
機
能
が
低
下
し
ま

す
。
毎
日
歩
く
こ
と
で
必
要
な
筋

肉
や
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
ま
た
、
筋
肉
は
加
齢
と
と

も
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
、
鍛
え
る
こ
と

で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
動
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

応
援
し
ま
す
！

　
【
応
援
１
】
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
ポ

イ
ン
ト
手
帳
＝
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
と
い
っ
た
毎
日
の
運
動
習
慣

を
記
録
で
き
る
手
帳
で
す
。
併
せ

て
、
体
重
や
血
圧
測
定
、
１
日
３

回
の
歯
み
が
き
な
ど
の
健
康
習
慣

を
記
録
し
提
出
す
る
と
、
ポ
イ
ン

ト
数
に
応
じ
て
記
念
品
が
も
ら
え

ま
す
。
好
評
に
つ
き
リ
ピ
ー
タ
ー

増
加
中
で
す
！

　
【
応
援
２
】
週
い
ち
貯
筋
体
操

応
援
事
業
＝
「
ひ
と
り
で
運
動
す

る
の
は
続
か
な
い
け
れ
ど
、
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
な
ら
で
き
そ

う
！
」
と
週
１
回
の
体
操
会
を
希

望
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン

な
ど
の
団
体
に
、
健
康
運
動
指
導

士
、
保
健
師
な
ど
が
出
向
き
、
無

理
な
く
運
動
を
継
続
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。
現
在
、
宝
川
・
黒

沢
・
西
原
・
杉
山
で
週
１
回
の
体

操
会
を
継
続
中
で
す
。
６
カ
月
ご

と
に
行
う
体
力
測
定
の
結
果
に
応

じ
た
運
動
を
続
け
て
い
て
、
筋
肉

づ
く
り
以
上
の
宝
物
づ
く
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▶
体
操
会
参
加
者
の
声
＝
「
み
ん

な
と
一
緒
だ
と
し
っ
か
り
運
動
で

き
ま
す
」「
み
ん
な
と
い
ろ
い
ろ

な
話
が
で
き
る
の
で
い
つ
も
楽
し

み
」「
お
互
い
の
こ
と
が
理
解
で

１
に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ
か
り
禁
煙
、
最
後
に
ク
ス
リ

９
月
は
健
康
増
進
月
間　

運
動
習
慣
を
考
え
よ
う

９
月
は
健
康
増
進
月
間　

運
動
習
慣
を
考
え
よ
う

「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、町役場健康福祉課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

西原輪サロンの体操会の様子
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文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
を
学
び
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

沖
縄
県
大
宜
味
村
の
児
童
生
徒
と
交
流

　

健
康
・
長
寿
の
取
り
組
み
が
き
っ
か
け
で
平
成
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
沖
縄
県
大
宜
味
村
児
童
生
徒
と
の
交
流
事

業
は
、
今
年
で
24
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
事
業
に
は
、
町
か
ら
小
学
生
10
人
、
中
学
生
５
人
が
参
加
し
、

７
月
29
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
沖
縄
県
大
宜
味
村
に
赴
き
、
同
村
の
児
童
生
徒
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

い
ざ
、
沖
縄
県
へ

　

出
発
式
は
29
日
の
午
前
６
時
45

分
か
ら
行
わ
れ
、
西
会
津
中
学
校

２
年
の
平
野
弘こ

う

太た

さ
ん
が
「
沖
縄

の
文
化
や
食
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

話
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
聞
い
て

き
た
い
で
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
参
加
す
る
児
童
生

徒
の
皆
さ
ん
は
、
保
護
者
ら
が
見

送
る
中
、
交
流
へ
の
期
待
を
胸
に

沖
縄
県
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
過
ぎ
に
沖
縄
県
大
宜

味
村
に
到
着
す
る
と
、
宮
城
功の

り

光み
つ

村
長
や
大
宜
味
村
の
児
童
生
徒
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
歓
迎
し
て
く

れ
ま
し
た
。
歓
迎
式
・
対
面
式
で

は
、
西
会
津
小
学
校
６
年
の
橋
谷

田
元げ

ん

気き

さ
ん
が
「
沖
縄
の
料
理
や

文
化
、
ま
た
、
平
和
へ
の
思
い
に

つ
い
て
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
式
の
後
に
は
、

会
場
に
準
備
さ
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど
を
味
わ
い
な
が

ら
温
か
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
受

け
入
れ
て
も
ら
い
、
緊
張
も
い
つ

し
か
ほ
ぐ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

文
化
の
違
い
を
実
感

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
海
岸

で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
ソ
ー
キ

そ
ば
、
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
と

い
っ
た
沖
縄
料
理
を
味
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
沖
縄
独
特
の
方
言
に

加
え
、
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
済
ま
す

こ
と
が
多
い
入
浴
方
法
、
大
宜
味

村
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
普
段

着
で
海
に
入
る
こ
と
を
知
り
、
文

化
の
違
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

再
開
を
誓
い
合
い
、

し
ば
し
の
別
れ

　

31
日
、
お
別
れ
の
朝
は
、「
イ

チ
ャ
リ
バ
・
チ
ョ
ー
デ
ー
（
会
え

ば
み
な
兄
弟
）」
の
言
葉
通
り
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
中
、
お
別
れ
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

西
会
津
中
学
校
２
年
の
大
竹
柚ゆ

希き

奈な

さ
ん
が
「
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
の
海
で
の
海
水
浴
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
、
思
い
出
深
い
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
２
月
に
ま
た
会

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
児
童
生
徒

た
ち
は
、
冬
に
西
会
津
町
で
再
会

す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
大
宜
味
村
を
後
に

し
ま
し
た
。

沖
縄
で
ひ
と
回
り
成
長

　

最
終
日
は
、
平
和
祈
念
公
園
や

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
ひ
め
ゆ
り
平

和
祈
念
資
料
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
日
本
で
唯
一
の
地
上
戦
の
映

像
や
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
生
存
者

の
証
言
映
像
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
見
つ
め
な
が
ら
、
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
交
流
事
業
を
通
し

て
、
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
豊
か

な
人
間
性
を
育
み
、
異
文
化
に
対

す
る
理
解
、
平
和
の
大
切
さ
な
ど

を
学
び
、
ひ
と
回
り
成
長
し
た
よ

う
で
し
た
。

▲沖縄のフルーツを味わいました

▲別れの前に記念撮影

▲大宜味村の児童生徒と交流

▲ひめゆりの塔を見学

秦  研
けん

人
と

さん（８月号）からメッセージ
　体に気を付けてください。

井上  慎
まこ

人
と
 さん [道目]

町民町民

バトンタットンタッチ

趣味は？　音楽鑑賞

自分を一言で表現するとしたら？
　マイペース

あなたのモットーは？ 
　為せば大抵なんとか成る

これからやってみたいことは？ 
　友達と北海道へ旅行に行きたい

特技は？　早食い

熱中していることは？ 　ゲーム

最近感動したことは？
　買い物の会計の際、代金がちょう
ど1,000円だったこと

次の方を紹介してください
　Ｙ・Ｔさん（中町）

　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自
分が思い描く夢や目標を話してもらっています。

わたしの夢―
　｢私は、将来医療関係の仕事に就きたいと思っ
ています。医療の仕事で一番大切なのは、患者
さんを安心させてあげることだと考えていて、
そのためには、笑顔が重要だと思います。笑顔
には、人を元気にする力があります。これから
の人生では、家族や職場、地域などで、何をす
るにも笑顔を絶やさず、人を幸せにすることが
できたらいいなと思っています」

努力していること―
　｢優しさは、巡り巡って最終的には自分に
返ってくるということを信じ、誰も見ていない
ところでも気を配るようにしています｣

未来の自分に一言―
　｢何事にもまずは挑戦！挑戦してからが始ま
りです｣

聞いて！聞いて！
わたしわたしの夢

３年　剣道部  部長

山内  奈
な

菜
な
 さん

町民町民

ギャラギャラリー

作 品 名『撮影のあれこれ』
作品紹介『何枚かの写真を並べてシャッターを
切りました。前ピンになったり、後ピンに
なったり苦労しましたが、絞り優先でどうに
か映りました。今後はプロジェクターを使い
大画面で映写を楽しみたいと思います』

今月は、フォトクラブどんぐり

仲川  文
ふみ

夫
お
 さんの作品です。

宝
物
は
？
『
親
の
車
を
借
り

て
通
勤
し
て
い
た
の
で
、
そ

ろ
そ
ろ
自
分
の
車
が
欲
し
い

と
思
い
購
入
し
ま
し
た
。
中

が
広
く
、
快
適
で
す』



今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
８
月
15
日
に
行

わ
れ
た
「
野
沢
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
」
か
ら
。
当
日
は
、
盆
踊
り
に

先
立
ち
、
こ
ど
も
園
の
児
童
た
ち

に
よ
る
「
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
音
頭
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
か
わ
い
ら

し
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
拍
手
喝

采
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

※
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

編   

集   

後   

記

　

今
は
８
月
に
行
わ
れ
て
い
る
本

町
の
成
人
式
で
す
が
、
実
は
、
昔

は
１
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
８
月
に
な
っ
た
の
か
調
べ
て

み
た
と
こ
ろ
、
積
雪
や
服
装
、
帰

省
者
な
ど
の
問
題
で
８
月
が
良
い

と
い
う
意
見
が
増
え
た
か
ら
だ
そ

う
で
す
。
当
時
の
新
成
人
や
関
係

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
８
月
を
希
望
す
る
人
が

７
割
を
超
え
、
初
め
て
夏
に
挙
行

し
た
昭
和
47
年
の
成
人
式
は
近
年

に
な
い
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と
か
。

今
で
は
、
こ
の
夏
の
成
人
式
も
本

町
の
魅
力
の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。　
　

長
谷
川
祐
一

　出戸村南西に、虚空蔵尊・不動明王・毘沙門

天の仏像３体が安置される『岩屋さま』と呼ば

れる洞窟があります。今から５００年ほど前、

伊勢外宮生まれの真
しん

海
かい

という修行僧がやってき

ました。また、村にはもう１人、出
で

羽
わのくに

国長
なが

井
い

生

まれの伴
ばん

越
えち

後
ご

という19歳になる修行僧が住んで

おり、２人は、食料である十穀を断つ、厳しい

修行僧でした。ちょうどそのころ、上野尻には

阿
あ

波
わのくに

国生まれの筌
せんぎょう

暁という仏師がおり、ある名

僧から『適当な岩窟を見つけて虚空蔵尊を彫って祀
まつ

るように』

と命じられ、全国各地を探し歩いているところでした。出戸村

にいる真海と伴越後のことを知った筌暁は早速仏像造りに取り

掛かり、２カ月後には立派な３体の仏像を彫りあげました。虚

空蔵さまは知恵を授けるとされる仏であり、村人も深く信仰す

るようになりました。

　それから２００年ほど後、越
えちごのくに

後国横
よこごし

越生まれの直
じき

応
おう

という修

行僧がきてこの岩屋に住み、17年間も修行を続けました。やがて直応

はここに御堂を建てようと思い協力してくれる人を探しました。幸い

援助者が現れ、ついに御堂を完成させると、中町の修験大宝院にお願

いして盛大なお祝いを行ったのでした。直応はこの時「御
お

賓
びん

頭
ず

盧
る

様」

を寄進しています。以来、この御堂はますます大勢の参詣者で賑わっ

たといわれています。

　今も出戸地区では、毎年９月13日を縁日としてこの御堂で祭礼を開

催し、５００年間続いてきた信仰を守り続けています。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その５その５

出
い で

戸
と

の岩
い わ

屋
や

さま
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文：矢部　征
ゆき

男
お

 さん

▲今も岩屋にある３体の仏像

出戸

大出戸

岩屋

山浦

中ノ沢

▲岩屋に続く石段
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